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はじめに
　看護婦・士（以後、看護婦と称す）の多くは、青年
期の早い段階で、看護学校への進学を決定している。
看護基礎教育の中で、具体化・個別化されていく職
業的同一性形成の変化の様相については、具体的に
検討されており、職業的同一性形成を促進する要因
についての研究も進んでいる。1）2）また看護婦の職業
的同一性形成には、職業選択の動機が影響すること
が確認されている。3）
　しかし看護婦として経験を積み重ねていく中で、
職業的同一性がどのように変化・発達していくのか
については明らかにされていない。
　そこで本研究は、職業的同一性形成の変化の様相
を縦断的調査によって把握するとともに、そこに職
業選択動機がどのように影響するのかを明らかにす
ることを目的とした。
1研究目的
　看護婦の職業的同一性形成の発達的変化の様相を
把握し、職業選択動機との関連を検討することによ
り、看護婦の職業人としての成長・発達及び職業を
通じての自己成長をサポートするための資料を得る。
皿用語の定義
1．職業的同一性：自分にとって仕事とは何なのか、
　社会の中で仕事を通じて、自分はどのようである
　のか・ありたいのかなどの主体的意識や感覚、あ
　るいは職業を通して自分らしさを確かめ、自分ら
　しさを育てていく職業的姿勢。（表1参照）
2．同一性地位lMarciaJE．による心理・社会的測
　定基準であり、「危機」と「傾倒」の組み合わせに
　より、「同一性達成」「同一性モラトリアム」「同一・
　性早期完了」「同一性拡散」の4地位に分類される。
　ここでいう「危機」とは、発達がいずれかの方向
　に進むために必要な回転点または中間点を指す。
　「傾倒」とは積極的関与を指す。
皿研究方法
1．調査票の作成
　　MarciaJ．Eの自我同一性地位の考え方を参考に
　して、看護婦用に松下が作成した「職業的同一性
　地位テスト」に、自作の質問項目7項目を加えた
　26項目を作成した。これに「職業選択動機」に関
　する10項目を加え36項目を作成した。このテスト
　は「非常によく当てはまる」から「全く当てはま
　らない」までの5件法で回答するものである。
2．調査対象：東京都内A医科大学病院に平成11年
　　　　　　4月に就職した新卒看護婦145名
3．調査期間：第1回（就職1年目）　1999年10月
　　　　　　第2回（就職2年目）　2000年11月
4．分析方法
　1）「職業選択動機」10項目に主成分分析を加え、
　　　「消極的職業選択動機」「自立志向動機」「憧
　　　れ・興味動機」の3因子を抽出し下位尺度を
　　　構成した。（表2参照）
　2）「職業的同一性地位テスト」の26項目につい
　　　ても主成分分析を加え、「職業的同一性地位」
　　　の考え方をもとに、4つの下位尺度を構成し
　　　た。（表3参照）
　3）1年目と2年目の職業的同一性地位尺度得
　　　点の平均値を求めて平均値の比較を行った。
　4）「職業選択動機」の3因子・一般属性を独立
　　　変数とし、「職業的同一性地位テスト」の各下
　　　位尺度の得点を従属変数とする一元分散分析
　　　を1年目・2年目についてそれぞれ行った。さ
　　　らに有意なF値が得られた時に、Scheffe法に
　　　よる多重比較を行った。
］V．､究結果
1．調査表の回収結果・対象者の背景
　　第2回調査時点での有効回収票数（1・2年目共
　に回答）は125で、回収率は80．6％であり、平均年
　齢は、23．45歳（SD3．19）であった。3年課程の看護
　専門学校と3年課程の看護短期大学の卒業生で
　83．7％を占めており、看護大学の卒業生は8．4％で
　あった。
2．職業的同一性地位尺度得点の経年比較
　　職業的同一性地位尺度得点は、1年目から2年
　目にかけて同一性拡散得点（t＝3．76、p＜O．OOI）と
　同一性モラトリアム得点（t＝12．59、p〈o．oo1）は
　増加し、同一性達成得点（t＝4。40、p＜0．001）は低
　下した。（表7参照）
3．職業選択動機と職業的同一性地位との関連
　　1）「自立志向動機」との関連（表4参照）
　　　　「自立志向動機得点」が高い者は、1年目の
　　　職業的同一性達成得点が高値であった（F＝
　　　4．31、p＜0．05）が、2年目には差が認められな
　　　かった。その他の地位得点との関連は認めら
一　27　一
　れなかった。
2）「消極的職業選択動機」との関連（表5参照）
　　「消極的職業選択動機得点」が高い者は、1
　年目では職業的同一性達成得点が低値であり
　（F＝6．82、p＜0．005）、職業的モラトリアム得点
　（F＝18，51、p＜0．001）と職業的拡散得点
　（F＝26．93、p＜0。001）が高値を示した。2年目
　では、職業的モラトリアム得点（F＝　5．66、p＜
　O．005）と職業的拡散得点（F＝9．12、p＜0。001）
　が高値を示し、職業的早期完了得点が売値を
　示した（F＝6．55、p＜0．005）。
3）「憧れ・興味動機」との関連（表6参照）
　　「憧れ・興味動機得点」の高い者は、1年目
　では職業的達成得点（F＝28．48、p＜0．001）と
　職業的早期完了得点（F＝17．60、p＜0．001）に
　おいて高値を示し、職業的モラトリアム得点
　（Fニ14．26、p＜0．00ユ）と職業的拡散得点
　（F＝14．28、p＜0．001）においては低値を示した。
　2年目でもこの得点の高い者は、職業的達成
　得点（F＝10．28、p＜0．001）と職業的早期完了
　得点（F＝10．27、p＜O．OOI）において高値を示
　し、職業的モラトリアム得点（F＝6．63、p＜
　0．005）と職業的拡散得点（F＝7．00、p＜0．005）
　が低値を示した。
V考察
1．就職1年目から2年目への変化
　　就職1年目より2年目のほうが職業的同一性拡
　散得点と職業的モラトリアム得点が高値となつ
　ていることから、看護i婦として働き始めて職業を
　継続していく中で、職業的同一性の意識や感覚が
　ゆらいでいることを示している。これは実際の看
　護現場は、新卒の看護婦にとって、職業的同一性
　形成を促進するような職場環境に乏しいといえ
　る。4）今後は、職業的拡散・職業的モラトリアム
　を高める要因について検討し、新卒看護婦にとつ
　て職業的同一性形成を促進する職場環境につい
　て、具体的に検討することが必要である。
2．職業選択動機と職業的同一性形成
　　「自立志向動機」は1年目の職業的同一性地位
　の一部には関連していたが、その後の職業的同一・
　性形成には有意な差はみられなかった。これは、
　「自立志向動機」の内容である「経済的に自立した
　かった」「資格を持ちたかった」などの項目が、1年
　間職業を継続することにより達成されているか
　らではないかと考えられる。
　　　「消極的職業選択動機」および「憧れ・興味動
　　機」の高低は、1年目及び2年目の職業的同一性形
　　成に影響を及ぼしていた。つまり「憧れ・興味動
　　機」の内容である、「興味・適性・憧れ」などや、
「消極的動機」の内容である「他に進む道が見つ
からなくて」「本当にやりたい職業につけなくて」
などの動機は、職業を継続していく中で、達成さ
れることなく、さらに具体化・個別化していくも
のであると考えられる。これらの動機は達成され
ないため、職業を継続していく中で、就職1年
目・2年目にも変わらず職業的同一性に影響を及
ぼす要因となっていると考えられる。また、就職
1・2年目共に、「興味・適性・憧れ」を含む「憧
れ・興味動機得点」が高い者は、同一性達成得点
が高値を示した。このことから、就職1年目から2
年目にかけては、「興味・適性・憧れ」といった
動機の高まりが、看護婦という職業を通じて自分
らしさを確かめ、育てていく職業的姿勢を支えて
いると考えられる。このことから、「興味・憧れ」
という動機を支えている要因と、看護婦として経
験を積み重ねていく中で、これらの動機を維持し
高めていくような具体的な論りを検討していく
ことが課題である。
w結論
　本研究で、看護婦の就職1年目から2年目の職業的
同一性形成の発達的変化の様相と、職業選択動機と
の関連について検証した結果、以下のことが明らか
になった。
1．就職1年目より看護婦として働き始めた就職2年
　　目のほうが、職業的同一性の意識や感覚がゆらい
　で状態を示していた。
2．就職1年目では職業的同一性に関連していた看
　護婦という職業を選択した動機は、動機の内容に
　より就職2年目においても、職業的同一性形成に
　影響を及ぼしていた。
3．就職1年目と2年目では同様に、職業選択動機の
　中で、看護婦に対する憧れ・興味動機は職業的意
　識を高め、消極的職業選択動機は職業的意識を低
　下させる傾向にあった。
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表1　職業的同一性地位の概略
同一性地位 概　　　　略
同一牲達成 この地位は職業決定の時期、あるいは職業選択に関する危機はすでに過ぎており、自分のE業に深く傾倒している。
モラトリアム
この地位の人は現在、職業選択に関して危機の最中にあり、決心しようと努力している。
X倒の仕方は漠然とていて一般的である。重要な特徴は、選択に対し積極的に苦闘してい
驍ｱとである。
早期完了
この地位の人は明確な進路決定の時期を経過しなかったようにみえるが、それは早くから
ﾁ定の職業に深く傾倒していたからである。この地位に位置付けられる事例では、その進
H選択は両親の期待する職業と一致することが多い。
同一性拡散 この中には危機を経験しない人たちもあるし、また、危機を通り過ぎたものもあるが、いｸれの場合も、一定の職業への傾倒をほとんど持っていない。
表2　「職業選択動機」の因子負荷二二と尺度構成
項　　目 Fl（自立志向動機） F2（憧れ・興味動機） F3（消極的職業選択動機）
精神的・経済的に自立できると思った ．79 ・20　　　i　　　・33
一生役立つ知識・技術を習得するため ．63 ．18　　　　　　　　　　　一．02
仕事を通じての人間成長のため ．52 蕊　　i　　・17
自己の興味・適性からみて　　　　　　　　　　、20 ．70 ．16
人の役に立ちたいと思って　　　　　　　　　　、24 ．64 ．26
憧れていた　　　　　　　　　　　　　　　、28 ．57 ．53
他に進む道が見つからなくて　　　　i　　　　認　　　　i　　　　一．37 ．58
本当にやりたい仕事に就けなくて　　i　　　．39　　　　i　　　面 ．52
個有値 2．2　　　　　　　　　　　　　　　　　1．8　　　　　　　　　　　　　　　　　1．7
寄与率 22．2　　　　　　　　　　　　　　　　18．5　　　　　　　　　　　　　　　　17．3
累積寄与率　　　　　　　　　　　　　　　22．2　　　　　　　40．6　　　　　　　57g
尺度構成した信頼性係数　　　　　　　　　　　0．68　　　　　　　　0．62　　　　　　　　0．52
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表3　「職業的同一性地位テスト」の尺度構成と信頼性係数
項　　　　　目 信頼性係数
私は自分が今の職業を目指して着実に歩んできたと思う。だから、よほどのことがない
ｩぎり、今の職業を変えることはないと思う
同一性達成
以前私はどのような職業に就くか、いろいろと考えたり迷ったりしたが、今ははっきり
ﾆ決心がついた
これまでしてきた勉強は今の仕事に結び付いており、大変役立つ
0．73 0．70
私は、現在の職業が好きだし、職業人である自分に誇りを持っている
私は今後どんな職業人を目指していくのか、漠然とではあるが目標がある
私は、自分の希望していた職業に就くことができて、良かったと思っている
私は、これからも自分が本当にやりたい仕事は何なのか考え続けていくと思う
私はかつて自分に向いた職業があると思っていたが迷いが生じ、今はどのような職業が
謔｢か模索中であるモラトリアム
私はいまだに自分が本当にやりたい仕事は何なのかよくわからない 0．82 0．76
私は一応就職したのだけれど、自分に自信がなくて本当にこれで良かったのかと考えが
ｮらつくことがある
私は、自分がどんな職業に向いているかわからない
今の職業についてすんなりと決めた
早期完了 私が就いた職業は、親共にその職業に就くことを賛成していくれているし、私もその職
ﾆに就くことは親孝行の一つだと思っている
私が就いた職業は小さい頃から考えていたものだ。この職業に就くことに疑問をもった
ｱとはない
0．67 0．53
私の就いた職業は親も賛成してくれているので心強い
できるだけ早い時期に今の職業を辞めたいと思う
私には理想の職業はあるのだけれど、私の能力からすれば実現は無理なので、それをあ
ｫらめて今の職業に就いた同一性拡散
今の職業とまったく関係のない仕事でも、よい仕事があればそのほうを選びたい
私はどのような職業が自由なのかわからないが、とのかく自由な仕事がしたい
0．72 0．73
私は、仕事は生活していくための手段だと考えているので、今後現在の仕事を辞め他の
d事に就くこともあると思う
自分の自由な時間が持てる職業がいい、仕事が忙しいすぎるのは嫌だ
表4　「自立志向動機得点」と「職業的同一性達成得点」の経年比較
自立志向動機得点 標本数（％） 1年次平均値（SD） 2年次平均値（SD）
高得点群（14～15） 37 22。05（3．80） 20．27（3．90）
中得点群（11～13） 59 21．15（3．55） ＊＊寧 19．40（3．46）
低得点群（1～10） 29 19．45（3．26） 19．00（3．84）
F＝4．31・＊・P＜0．05
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表5「消極的職業選択動機得点」と「職業的同一性地位得点」の経年比較
職業的同一性達成得点 職業的同一性モラトリアム得点消極的職業選択
@動機得点 標本数（％） 1年次平均値（SD） 2年次平均値（SD） 1年次平均値（SD） 2年次平均値（SD）
高得点群（6～10） 29（23．2） 19．55（3．49） 18．40（3．11） 18．57（3．82） 22．28（3．70）
中得点群（3～5） 53（42．4） ．20．60（3．49） ＊＊ 19．13（3．68） 宰＊＊ 15．81（3．62）　・・＊ 19．84（4．25） ＊＊
低得点群（1～2） 43（34．4） 22．53（3．50） 20．91（3．73） 13．00（4．04） 18．59（5．28）
125 F＝6．82・・p＜0．005 F＝4．90・林P＜0．05F＝18．51・p＜0．001　・＊p＜0．005F＝ ．66・・Pく0．005
職業的同一性早期完了得点 職業的同一性拡散得点消極的職業選択
@動機得点 標本数（％） 1年次平均値（SD） 2年次平均値（SD） 1年忌平均値（SD） 2年次平均値（SD）
高得点群（6～10） 29（23．2） 11．97（3．22） 12．00（3．22） 21．83（3．76） 22．59（3．54）
中得点群（3～5） 53（42．4） 13．60（3．01） 13．87（2．77） ＊＊ 18．60（2．97）
＊　　＊ 宰
19．26（4．15）　・・＊
低得点群（1～2） 43（34．4） 13．68（3．01） 14．50（2．79） 15．98（3．31） 18．51（4．34）
125 F＝6．55・・p＜0．005 F＝26．93・p＜0．001F＝9．12　・p＜0．001　・・p＜0．005
表6「憧れ・興味動機得点」と「職業的同一性地位得点」の経年比較
よ
T
職業的同一性達成得点 職業的同一性モラトリアム得点　　憧れ
ｻ味動機得点 標本数（％） 1年次平均値（SD） 2年次平均値（SD） 1年次平均値（SD） 2年次平均値（SD）
高得点群（13～15） 28（22．4） 24．21（2．32） 21．54（3．39） 12．43（3．83） 18．29（5．12）
中得点群（9～12） 72（57．6） 20．89（3．13） ＊＊＊ 19．75（3．52）　・・＊ 15．72（4．00）　・・＊ 19．70（4．52） ＊＊
低得点群（1～8） 25（20．0） 17．84（3．45） 16．84（2．94） 18．20（3．85） 22．72（3．54）
125 Fニ28．48　…p＜0£［Ol F＝4．90　榊p〈0．05F＝1426・p＜0．001　・・p＜0．005F＝6．63・・P＜0。005
職業的同一性早期完了得点 職業的同一性拡散得点　　憧れ
E興味動機得点 標本数（％） 1年次平均値（SD） 2年次平均値（SD） 1年次平均値（SD） 2年次平均値（SD）
15．75（3．41）高得点群（13～15） 28（22．4） 15．43（3．72） 15．02（3．46） 18．01（4．73）
中得点群（9～12） 72（57．6） 13．42（2．50）　・＊ 13．79（2．78）　・＊ 18．61（3．34）　林寧 19．56（4．11） ＊＊
10．64（2．95） 11．52（2．02） 21．00（4．22） 22．32（3．48）低得点群（1～8） 25（20．0）
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表7「職業的同一性地位得点」の平均点の経年比較
標本数 職業的同一性達成得点@　平均点（SD）
職業的同一・性モラトリアム得点
@　　平均点（SD）
職業的同一性早期完了得点
@　　平均点（SD）
職業的同一性拡散得点
@　平均点（SD）
1年目
Q年目
125
P25
欝1：；1口 講1：ll口 13．31（3．13）P3．61（3．06） ll：1翻1コ・
t＝4．40　・p＜0．001 t＝12．6・P＜0ρOl t＝3．76・p＜0．001
